
労働者健康安全機構 

燕労災病院 
 

〒959-1228 新潟県燕市佐渡 633 

TEL:0256(64)5111 

FAX:0256(63)9819 

ホームページ http://www.tsrh.jp 

E メール tsubame@tsrh.jp 

（燕労災病院院外広報誌） 

発行日 2016年 12月号 

発行者 鈴木 幸雄 

 

燕労災病院の理念 

◎働く人々と、地域の人々の 

ために最善の医療を目指 

します。 
 

病院の基本方針 

◎安全で質の高い医療の 

提供を目指します。 

 

◎勤労者の健康管理を 

支援します。 

 

◎医療に関する教育・研修 

を支援します。 

 

◎地域の人々の健康を守り 

福祉に寄与します。 
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 今年の春より燕労災病院の内科で勤務させていただいている森ゆか理

といいます。 

昨年の春まで新潟大学の大学院生としての研究中心の生活を送っていま

した。 

市中病院での勤務は４年ぶりで、こちらに赴任させていただいてからは

日々の診療のスピードに慣れるまでに時間がかかり、スタッフの方々には

とてもご迷惑をおかけしたと思います(今も変わらないかもしれませんが…)。

最近は徐々に余裕をもつことができるようになり、さまざまな患者さんと出

会いながら充実した毎日を過ごしています。 

 

消化器内科は消化管癌検診の内視鏡検査による精査も含めて、外来

患者さんの検査が多く、入院患者さんの治療も含めると比較的あわただし

い科だと思います。 

特に内視鏡検査については今年の秋より新しく超音波内視鏡が導入さ

れたので、胆膵領域の精査の幅が広がり、徐々に検査の数も増やしなが

ら、いずれ EUS-FNA（超音波内視鏡下穿刺吸引法）による診断や治療に

つなげられるようにと日々奮闘しています。 

また、安全に効率よく検査を行うにはどうしたらよいか、検査の助手を担

当してくださっている看護師さんたちと、よりよい検査方法についても考え

ています。 

 

一方で受診される患者さんの多くは高齢であるため、その患者さんの病

気の治療だけではなく、介護を含めた退院後のことも考えて治療方針をき

めていく必要性があり、自分一人で考えても答えがでないことも多く、多く

の職種の方の助けがあって治療が成り立っていることも痛感しています。 

 

同じ消化器内科の先生方や他科の先生、それぞれの部署のスタッフの

方々に助けていただきながら、なんとか日々の診療をこなしている状態で

すが、患者さんの治療に還元できるようにこれからも毎日頑張りたいと思

いますので、よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

* 着任の挨拶 1 

* 市民・勤労者医学講話を

開催しました。 

* 医療安全週間に関する 

イベントを開催しました。 

2 

* 看護外来の紹介（手術看

護外来） 

* ピンクリボン運動に関する

イベントを開催しました。 

3 

* 外来診療科別担当医師表 4 

【着任の挨拶】 消化器内科  森 ゆか理 医師 
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 １１月１日（火）午後６時３０分から、当院外来ホール 

において、岩﨑消化器内科部長による、市民・勤労者 

医学講話を開催しました。 

 

今回は、「胃がんについて」と題し、胃がんとは 

どのようなものか、また、胃がんの危険因子や 

予防因子、さらに治療方法について、実際の症例を 

画像等で示しながら分かりやすく解説されました。 

 

講演の中で最も印象的だったのは、胃がんの原因は 

約９９％がピロリ菌によるものであり、ピロリ菌の除菌を 

行い、その後も定期検査を実施して行けば、胃がんは 

ほぼ予防できる病気であると知ったことでした。 

この講演を皆さんに活用していただき、より健康でいていただきたいと思いました。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 １１月２０日～１１月２６日まで、患者・地域住民の方々へ、住み慣れた地域で安全・安心して暮ら

せる情報の共有と、当院で行っているチーム医療の紹介を行いました。 

また、来院された方に参加していただき、ミニ講習会も開催しました。 

さらに、１０月３１日には、当院職員に向けて、医療安全研修会を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
栄養相談の様子                    転倒予防体操の様子 
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【お知らせ】 市民・勤労者医学講話を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 今年も手洗い教室を行います 】 

【お知らせ】 医療安全週間に関するイベントを開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 今年も手洗い教室を行います 】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １０月１７日（月）～１０月２１日（金）まで、当院・外来ホールにてピンクリボン運動を行いました。 

ピンクリボン運動とは、乳がんの早期発見・早期診断・早期治療の大切さを啓発するための世界的

な活動です。 

当院では、がん化学療法看護認定看護師が中心となって、乳がんの正しい知識と自己検診の普及

をすすめる目的で、セルフチェック指導、相談、乳がん患者さん交流会（がんカフェ）等を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当院は、これらの活動を通じて、乳がんの早期発見・早期診断・早期治療に貢献し、さらに地域 

医療へ貢献できるよう尽力したいと思います。 
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【お知らせ】 看護外来の紹介（手術看護外来） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 今年も手洗い教室を行います 】 

 

 

手術看護外来では、手術が決定した患者様に対し手術看護認定看護師が中心となり患者

さまとそのご家族さまに外来で面談を行っています。手術を受ける患者さま、患者ご家族

さまが安心して安全に手術を受けて頂けるよう、支援してまいりたいと思います。 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

患者さまの外来受診日に合わせ、手術室看護師が外来に伺います。 

手術看護外来のお問い合わせやご相談は電話で「手術看護外来の問い合わせ」とお伝え

ください。 
 

 

 

看護外来で行っている内容 
・手術に伴う不安の軽減 

・術後の疼痛管理 

・入院までの生活指導 

・手術の意思決定の支援  など 
 

 

【お知らせ】 ピンクリボン運動に関するイベントを開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 今年も手洗い教室を行います 】 
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